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令
和
５
年
度
施
政
方
針 

　
昨
年
10
月
、
県
が
発
表
し
た
令
和

２
年
の
国
勢
調
査
を
基
に
計
算
し
た

推
計
人
口
で
は
、
２
０
６
０
年
に
お
け

る
本
市
の
推
計
人
口
は
約
７
万
７
千

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
時
の
約
７
万
５
千

人
か
ら
若
干
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、

平
成
27
年
の
国
勢
調
査
を
基
に
し
た

本
市
の
推
計
人
口
約
８
万
６
千
人
や

本
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
で
あ
る

９
万
人
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
厳
し

い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
原
因
で
あ
る
若
者
の
市
外
流
出

に
よ
る
社
会
減
と
出
生
数
の
減
少
に

よ
る
自
然
減
の
双
方
に
歯
止
め
を
か

け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
そ
の
対

策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
合

戦
略
を
着
実
に
推
進
し
、「
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い　

あ
か
が
ね
の
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
月
20
日
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
石
川
市
長
は
令
和
５
年
度
施
政
方
針

お
よ
び
予
算
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。「
施
政
方
針
」
と
は
、
令
和
５
年
度
の

市
政
運
営
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。
今
月

は
、
こ
の
施
政
方
針
の
一
部
と
新
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

01

　

今
年
こ
そ
感
染
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
各
種
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
私
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
の

公
約
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

人
口
減
少
対
策

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実

02　
日
本
の
令
和
４
年
の
出
生
数
が
過
去

最
少
だ
っ
た
令
和
３
年
の
81
万
１
千

人
を
大
き
く
下
回
り
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
よ
り
早

い
ペ
ー
ス
で
80
万
人
を
割
り
込
む
見

通
し
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
や
経
済
活

力
維
持
の
た
め
に
は
、
早
急
に
少
子
化

の
加
速
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
令
和
４
年
の
出

生
数
は
、
７
４
７
人
と
な
り
、
令
和
３

年
の
７
７
３
人
を
下
回
り
、
少
子
化
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
令
和
４
年
度

に
設
置
し
た
「
こ
ど
も
局
」
を
中
心
に
、

子
ど
も
が
ま
ん
な
か 
四
国
一
子
育
て

が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
子

ど
も
・
子
育
て
施
策
を
総
合
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
ま
い
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
お
よ
び
関
係
機
関
が

連
携
し
、
伴
走
型
相
談
体
制
の
充
実
と

経
済
的
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
行
う

「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
支
給
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

総
合
政
策
課　

☎
65
‐
１
２
１
０
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第
六
次
新
居
浜
市
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
ご
と
に
、
今
年
度
実
施
す
る
主
要
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
施
政
方
針
か
ら
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（仮称）新居浜市西部学校給食センター

完成イメージ図

施政方針
全文はこちら

健
康
づ
く
り
の
推
進

03　
本
市
の
令
和
３
年
度
の
健
康
寿
命

は
男
性
79
・
１
歳
、
女
性
83
・
７
歳
と
、

依
然
と
し
て
共
に
国
、
県
よ
り
短
く
、

今
後
も
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
た
に
「
健
康
づ

く
り
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
母
子

保
健
、
障
が
い
保
健
、
生
活
習
慣
病
、

フ
レ
イ
ル
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
活
動
分
野
ご
と
に
組
織
横
断
的
な

推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

意
識
の
向
上
や
生
涯
を
通
じ
た
継
続

的
な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

04
　

市
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
、
市
役
所
に
来
る
こ
と
な
く
必
要
な

申
請
が
完
結
で
き
る
手
続
き
を
増
や

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
、
障
が
い
者
の
窓
口

申
請
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
市
役
所
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
中
小
企
業
に
向
け
、
デ

ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研

修
経
費
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
導
入
を

幅
広
く
支
援
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
導
入
を
経
営
視
点
で
伴
走

支
援
し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進

05
　

本
市
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

表
明
し
、
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
市
域

か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活
用
し

街
路
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
取

り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
や
地

域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す
る

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
仕
組
み
づ
く

り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み

を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
企
業

立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
を
図
る
た
め
の
設

備
投
資
を
支
援
し
ま
す
。

目標１
未
来
を
創
り
出
す
子
ど
も
が

育
つ
ま
ち
づ
く
り

目標２
健
康
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら

し
、
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

▼
が
ん
検
診
の
無
料
化
の
継
続

▼
新
た
な
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

　

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み

▼
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め

　

２
０
２
３
」で
の
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

　

サ
ッ
カ
ー
、
軟
式
野
球
の
３
種
目
の

　

実
施

▼
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
の
継

　

続
▼
「
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
」
と
「
経

　

済
的
支
援
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
実
施
な

　

ど
、
す
べ
て
の
妊
婦
が
安
心
し
て
出

　

産
で
き
る
環
境
を
整
備

▼
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
一
時
預
か

　

り
に
も
対
応
し
た
土
日
開
館
可
能
な

　

子
育
て
支
援
拠
点
を
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

　

ン
グ
モ
ー
ル
内
に
開
設

▼
（
仮
称
）
新
居
浜
市
西
部
学
校
給
食

　

セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
へ
向
け
た
整
備

▼
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
や
体
育
館
照

　

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
施
設
改
修
や

　

環
境
整
備
の
推
進

ねんりんピック

愛顔のえひめ２０２３
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活
力
と
に
ぎ
わ
い
に
み
ち
、

魅
力
あ
る
職
場
が
生
み
出
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り

目標３▼
中
小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
・
人
手  

　

不
足
へ
の
対
策
を
支
援
す
る
た
め
、

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
へ
の
支
援

▼
「
全
国
選
抜
高
校
生
溶
接
技
術
競
技

　

会
ｉ
ｎ
新
居
浜
」
の
開
催
の
継
続

▼
新
居
浜
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
ま
ち
・

　

わ
ざ
・
し
ご
と
フ
ェ
ス
」
の
開
催

▼
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
含

　

め
た
多
様
な
企
業
誘
致

▼
ゆ
ら
ぎ
の
森
の
老
朽
化
し
た
施
設
の

　

更
新

▼
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

　

ト
農
業
に
取
り
組
み
、
大
島
七
福
芋

　

の
生
産
量
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

　

進

安
全
・
安
心
・
快
適
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

目標４▼
滝
の
宮
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

▼
「
上
部
東
西
線
」「
宇
高
西
筋
線
」
事

　

業
推
進
の
た
め
の
用
地
買
収
な
ど
、

　

早
期
開
通
に
向
け
た
取
り
組
み

▼
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

　

原
地
庄
内
線
の
交
差
点
改
良
工
事

　

の
実
施

▼
新
居
浜
市
、
西
条
市
、
四
国
中
央
市

　

の
東
予
（
東
部
）
圏
域
３
消
防
本
部

　

に
よ
る
消
防
通
信
指
令
設
備
の
共

　

同
運
用
基
礎
調
査
の
実
施

人
と
地
域
の
力
で
豊
か
な
心

を
育
み
、
つ
な
が
り
、
学
び

合
う
ま
ち
づ
く
り

目標５▼
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
、

　

整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定

▼
住
民
自
治
の
推
進
と
支
え
合
い
、

　

助
け
合
う
持
続
的
な
地
域
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

▼
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
東

　

南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
人
的
交
流
な

　

ど
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
、
友
好
関

　

係
の
発
展
の
推
進

人
と
自
然
が
調
和
し
た
快
適

に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

目標６▼
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
総

　

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
、
脱
炭
素

　

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
に
い
は

　

ま
環
境
プ
ラ
ン
」
の
改
定
、「
新
居

　

浜
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
計
画
」

　

お
よ
び
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　

に
い
は
ま
」
の
見
直
し
の
実
施

▼
街
路
灯
な
ど
屋
外
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ

　

Ｄ
化
を
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
り
実
施

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
含
め
た
プ

　

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
さ
ら
な
る
資

　

源
循
環
に
よ
り
、
民
間
資
源
化
ル
ー

　

ト
の
調
査
研
究
な
ど
の
実
施

計画の
推進

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▼
大
都
市
圏
な
ど
で
各
種
メ
デ
ィ
ア

　

の
利
点
を
生
か
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ

　

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

▼
建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老

　

朽
化
の
進
む
市
庁
舎
の
延
命
化
に

　

向
け
た
大
規
模
改
修
工
事
の
推
進

▼
移
動
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

▼
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
手

　

続
の
効
率
化
の
推
進

▼
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
お
よ
び
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
育
成

▼
介
護
保
険
制
度
の
介
護
認
定
調
査

　

水
準
の
向
上
、
介
護
認
定
判
定
理
由

　

の
明
確
化
な
ど
に
よ
る
介
護
給
付

　

の
適
正
化

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
保

　

険
料
率
へ
の
見
直
し
、
保
険
料
の
収

　

納
率
向
上
対
策
、
医
療
費
の
適
正
化
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割
合
が
一
番
大
き
い
の
が
、
保
育

園
の
運
営
費
や
、
介
護
保
険
事
業
、

国
民
健
康
保
健
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
な
ど
、
福
祉
関
係
の
支
出
が

２
１
０
億
27
万
円
（
前
年
度
比
１
・

３
％
増
）
で
約
41
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
小
中
学
校
の
管
理
や
、
給

食
施
設
の
整
備
な
ど
教
育
関
係
の
支

出
が
71
億
９
６
９
６
万
円
（
前
年
比

15
・
７
％
増
）
で
14
％ 

、
道
路
の
修

繕
、
公
園
や
市
営
住
宅
の
管
理
な
ど
土

木
関
係
の
支
出
が
51
億
７
９
７
３
万

円
（
前
年
度
比
３
・
６
％
減
）
で
10
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

40.8％

9.5％

10.0％
14.0％

9.3％

16.4％

福祉関係

土木関係 教育関係

総務関係

公債費

その他

歳出
515億 1,542万円

　

割
合
が
一
番
大
き
い
の
が
、
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

の
市
税
で
、
２
０
１
億
８
１
０
０
万

円
（
前
年
度
比
６
・
３
％
増
）
で
歳
入

39.2％

10.4％

8.5％

6.6％

12.2％

23.1％

市税

国県支出金

歳入
515億 1,542万円地方交付税・

臨時財政対策債

市債

各種交付金
その他

特別会計の当初予算額の前年度比較

令和５年当初① 令和４年当初② 増減額①－②

渡海船事業 １億 8,613 万６千円 ２億 3,640 万９千円 △ 5,027 万３千円

平尾墓園事業 3,099 万１千円 2,813 万８千円 285 万３千円

国民健康保険事業 123 億 222 万２千円 124 億 4,057 万２千円 △ 1 億 3,835 万円

介護保険事業 141 億 524 万７千円 140 億 212 万４千円 1 億 312 万３千円

後期高齢者医療事業 19 億 6,624 万７千円 20 億 1,146 万２千円 △ 4,521 万５千円

工業用地造成事業 － １億 9,690 万円 皆減

合計 285 億 9,084 万３千円 289 億 1,560 万５千円 △３億 2,476 万２千円

歳
　
入

歳
　
出

歳
入
（
収
入
）
と

歳
出
（
支
出
）
の
内
訳

全
体
の
約
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％
を
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め
て
い
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す
。
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童
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、
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護
な
ど
へ

の
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金
や
、
公
共
事
業
を
実

施
す
る
た
め
の
国
庫
補
助
金
な
ど
の

国
県
支
出
金
が
１
１
９
億
２
４
８
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円
（
前
年
度
比
１
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０
％
増
）
で
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体
の
約
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間
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す
る
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の

地
方
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税
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臨
時
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政
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債
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１
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０
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円
（
前
年
度
比
28
・

３
％
減
）
で
約
10
％
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　令和５年度の一般会計当初予算は、歳入、歳出それぞれ 515 億 1,542 万円
となっており、昨年度と比べると５億 7,569 万円、約 1.1％の増額となってい
ます。なお、国民健康保険事業、介護保険事業などの５つの特別会計 285 億
9,084 万円、水道事業や公共下水道事業など３つの企業会計 128 億 6,777 万
円を合計した新居浜市全体の予算規模は、929 億 7,403 万円となっています。

￥

令和５年度
予算

財政課　☎ 65-1220
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市民税
法人税の増加見込みなどにより 7.4％増
固定資産税
償却資産の増加見込みなどにより 7.3％増
その他
市たばこ税の減少見込みなどにより 1.5％減
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80 R05
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R01

47 億
363 万円

46 億
9,050 万円

75 億
7,993 万円

46 億
4,549 万円

億円

※R01 ～ R03 年度は決算額、R04、R05 年度は当初予算額
R01 R02 R03 R04

46 億
3,710 万円

R05

　市債（借入金）は、将来にわたって使わ
れる学校や道路などの公共施設を整備する
場合などに、市が借り入れる資金で、対前
年度比 5,340 万円、1.2％増の 46 億 9,050
万円となっています。
増減の主な要因

・清掃センター設備改良債の増　　　
　２億 5,290 万円

・別子木材センター整備事業債の減　
　△１億 8,740 万円

・市庁舎大規模改修事業債の増　　　
　３億 390 万円

150

180

210 R05

R04

R03

R02

R01

195 億
378 万円

189 億
8,125 万円

195 億
6,671 万円

193 億
3,128 万円

億円

R01 R02 R03 R04　　   R05
※R01 ～ R03 年度は決算額、R04、R05 年度は当初予算額

201 億
8,100 万円

財政課
佐々木浩輔

当初予算の詳細はこちら▶

市債（借入金）の推移

市税収入の推移

　新型コロナウイルス感染症が感染症法上で「５類」に変更になるこ
とに伴い、令和５年度はアフターコロナに対応した予算になっています。
　令和 5 年度当初予算は、第六次長期総合計画や①から⑤の重点事業
を推進するため、一般会計で、515 億 1,542 万円と過去最大規模となっ
ています。厳しい財政状況ではありますが、国・県の補助金を最大限
活用するなど、健全財政の維持にも配慮しつつ、市民の皆さまからの
要望や喫緊の課題に対応する予算となっています。

当初予算のポイント
重点事業
①子育てしやすいまちづくりと健康づくりの推進
②ＩＣＴ・デジタル化の推進
③カーボンニュートラルの推進
④防災・減災対策
⑤快適なまちづくり
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